
                                                               
 

            
 

平成２９年度｢東北地方整備局事業評価監視委員会(第３回)｣を開催します 
～１月１２日（金）：東北地方整備局（仙台合同庁舎Ｂ棟）～ 

 
 

 
 
 
 
 

 

 

【開催概要】 

１．日  時  平成３０年 １月１２日（金） １６時００分～１８時００分  

２．場  所  東北地方整備局 １２階 大会議室 

          〒980-8602  仙台市青葉区本町３－３－１ 仙台合同庁舎Ｂ棟 

 ３．取材について 

・受付については、１５時４５分から行います。 

会議は公開にて行います。ただし、カメラ撮りは、会議の冒頭のみとさせていただきます。 

・取材は担当者の指示に従ってください。 

 

４．一般傍聴について 

・一般の方で委員会の傍聴を希望される場合は、事前に事務局までご連絡願います。 

会場の都合上先着１０名程度を定員とさせていただきます。 

         事務局：東北地方整備局 企画部 企画課 企画第二係 

電話  022(225)2171(代)  髙木・津田（内線3191・3192） 

ＦＡＸ 022(221)9890 
   

※東北地方整備局事業評価監視員会の審議結果及び資料については、東北地方整備局のホーム

ページで閲覧することができます。 
 

          http://www.thr.mlit.go.jp/bumon/b00097/k00360/h13jhyouka/mokuji.htm 

 

＜発表記者会＞ 青森県政記者会、岩手県政記者クラブ、秋田県政記者会、山形県政記者クラブ、 

福島県政記者クラブ、宮城県政記者会、東北電力記者会、東北専門記者会 

 

〔問い合わせ先〕 

  国土交通省 東北地方整備局 

  仙台市青葉区本町3-3-1 仙台合同庁舎B棟  電話 022(225)2171(代)            

     地方事業評価管理官   原田
はらだ

 吉
よし

信
のぶ

 (内線2118) 

企画部  企画課 課長補佐   成田
なりた

 信
しん

太郎
たろう

 (内線3157) 

 

記者発表資料 

東北地方整備局は、１月１２日（金）に「平成２９年度東北地方整備局事業評価

監視委員会（第３回）」を開催します。 

今回の対象は、別紙事業のとおりです。 

一般の方で傍聴を希望される方は、事前に事務局までご連絡ください。 

平成３０年 １月１０日

東 北 地 方 整 備 局
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　人材育成アカデミー　ローズレーン　代表

　福島大学　共生システム理工学類　教授

　八戸工業大学大学院　工学研究科　教授

　成田由加里公認会計士事務所　代表　公認会計士

　秋田大学　理工学部　システムデザイン工学科　教授

　東北大学大学院　情報科学研究科　教授

　東北大学　災害科学国際研究所　教授

平成２９年度　東北地方整備局事業評価監視委員会委員一覧表

　株式会社テイケイマネージメント　取締役

現　　職

　東北学院大学　工学部　環境建設工学科　教授

　岩手大学　理工学部　准教授

　東北経済連合会　常務理事
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平成２９年度東北地方整備局事業評価監視委員会（第３回）
審議対象事業位置図
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※別途、各学識者懇談会・流域委員会等による再評価・事後評価の審議結果報告あり。
【再評価報告】 １．岩木川直轄河川改修事業 ２．最上川直轄河川改修事業、

３．名取川総合水系環境整備事業 ４．雄物川総合水系環境整備事業
【事後評価報告】１．雄物川上流消流雪用水導入事業（湯沢地区）
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